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総務 常任委員会総務 常任委員会

年1,000円徴収される森林環境税、国と県の二重課税となる懸念は？年1,000円徴収される森林環境税、国と県の二重課税となる懸念は？
「議案第41号　白河市東日本大震災による被災者に対する市税等の減免に関する条例の一部を改
正する条例」のほか、議案４件が付託され、いずれも原案のとおり可決されました。

国の森林環境税は、主に市町村が新たに行う森林の公的管理の
財源として創設されるものである。国、県それぞれの役割分担
の下で効果的に活用されるものと認識しているが、なお、税の
使途について適切に説明するよう求めていく。

令和6年度より年1,000円の国税徴収となる森林環
境税において、国と県の二重課税ではとの指摘があ
るが、市の見解は？

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

自主防災組織育成助成金の事業概要は？自主防災組織育成助成金の事業概要は？
「議案第43号　白河市印鑑条例の一部を改正する条例」のほか、議案２件が付託され、いずれも
原案のとおり可決、同意されました。

地域振興に資するよう、地元町内会の意見を伺
いながら進めていきたい。

当助成金は、一般財団法人 自治総合センターが宝くじの
収入を財源とし、防災資機材の整備を補助するものである。
今年度の交付団体は三番町町内会自主防災会で、LED投光
機、トランシーバーや発電機などを購入する予定である。

●● 議案第49号　不動産の取得について
　仮置き場となっていた土地の利用は？

●● 議案第48号　令和５年度白河市一般会計補正予算（第２号）
　（災害対策事業）
　助成金の事業の内容は？

今後の利活用の方法はどのようになるのか。

自主防災組織育成助成金の概要と今年度の交付団体は。

●● 議案第40号　白河市税条例の一部を改正する条例
　森林環境税の導入に係る規定の整備

福島県森林環境税を活用した
「体験学習」

仮置き場となっていた土地（旗宿大久保地内）

以前に交付された防災備品

　特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）を新たに定義
今回の条例改正と実際の運用の関連性は？

これまでも原動機付自転車（原付）として課税していた。今回新たに、当該車両の区分が設けられ
たことから、条例に明記した。税額の変更はない。
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　令和５年４月26日、白河駅に旧白河物産観光協会からリニューアルされた「しらかわ観光ス
テーション」の内覧会に参加をして、現状を確認しました。
　建物は２階建てで、１階には、観光案内スペース、白河ラーメンデータベース、地元産品の展
示やジオラマが鑑賞できるように工夫されており、さらには観光案内スペースのカウンターで
地元の銘酒を試飲できるようになっていました。また、２階は、事務所があり、スタッフが常時対
応できるようになっていました。
　また、前日にテレビの取材があり、特に白河ラーメンデータベースについて取り上げており、
お昼や夕方の時間帯に放映されていました。
　新型コロナウイルス感染症が季節性インフルエンザ等と同じ5類に引き下げられたことから、多くの観光客が訪れることが予
想されます。「しらかわ観光ステーション」に立ち寄ってもらいながら、本市の観光を満喫していただきたいと思います。

「高所得層の負担上限引き上げ」「軽減対象世帯の増加」により、低・中間所得層の負担が軽減
される。
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●● 議案第42号　白河市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　課税限度額及び軽減判定額の引き上げで低・中間所得層の負担が軽減

課税限度額、軽減判定額の引き上げによる影響は？
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教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

低・中間所得層の負担軽減を図るため、白河市国民健康保険低・中間所得層の負担軽減を図るため、白河市国民健康保険
税条例の一部を改正税条例の一部を改正
「議案第48号　令和5年度白河市一般会計補正予算（第２号）」のほか、議案３件が付託され、
いずれも原案のとおり承認、可決されました。

　校舎はほぼ完成し、残すところ校庭と外構の整備となりました。
真新しい校舎は我々世代から見ると羨ましい限りです。
　防犯カメラが校舎全体に25台付いているとの事です。本当はない方が望まし
いのでしょうが、少しでも犯行の抑止力になることを願います。

「白二中」新校舎建設の
進捗状況

現地調査　5月9日

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

奥州街道線を市道に認定奥州街道線を市道に認定
「議案第４５号　社会資本整備総合交付金事業工業の森西線ほか道路改良舗装工事請負契約に
ついて」のほか議案１件が付託され、いずれも原案のとおり同意、可決されました。

延長は女石地内の国道４号交差点から与惣小屋地内の国道289号交差点まで、約５キロメートル
である。国道294号白河バイパスと重なる区間については、これを重複する区間として、あわせ
て認定する。県から移管後は、市が管理することになる。
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●● 議案第47号　市道路線の認定について
　新たに市道に認定する奥州街道線は約５キロメートル

国道２９４号白河バイパス開通に伴い、市道に認定する路線の延長と管理者は。
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白河観光ステーション現地調査　4月26日

タッチパネルでお好みの
ラーメンが検索できます


